
（前略）

　川合橋について知る人が少ないと思う。

　利別川と十勝川の合流点、つまり新水路の呑み口に本来ならば附帯工事と

して堤々間の橋梁を必要とするのだが木橋では管理者たる池田町が困るし、

永久橋では金がかかるし窮余の策として低水路のみのエレベーションの極め

て低い延長のみじかいコンクリートの桁橋を計画した。水位が高くなると必

然的に水面下に没するのである。吾々としてははじめての試みで之を「もぐ

り橋」と称した。事実洪水のたびごとにもぐっているのである。洪水を桁下

に無事流下させると言う橋梁技術の通念から言えば誠に不合理極まるアイデ

アであった（中略）

　之を別名「幻の橋」と呼称している。何とはなしに出来てしまったと云う

ことともぐったり現れたりすることと遠い将来は本式に架け換えられるべき

運命にあるからである。
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